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LECTIN & GLYCOANALYSIS NEWS 

 

糖鎖と疾病 

 

 糖鎖が関与する疾患と応用                                  

疾病と糖鎖の関与を示したのが下表です。最近、腫瘍マーカーとなる糖タンパク質や糖脂質が数多く
見つかっています。これらは、ガン細胞自身が直接あるいはガン細胞の影響で周辺の細胞が産生してい
るものであり、その量的もしくは質的な変動が診断に応用されています。例えば α－フェトプロテイン 
（ＡＦＰ） は肝ガンに伴い大幅に増加するため、以前から量的変化が診断に利用されていますが、最近
では質的な変化である「糖鎖の変化」を調べることにより、早期にガン化を発見できるようになってい
ます。ガンを始めとする様々な疾患において、更に新しいマーカーの発見及びそれを利用した診断法の
開発が切望されており、盛んに研究されています。 

糖鎖が関与する疾患 マーカーやターゲット 変化 応用 

肝疾患，肝ガン 
 

α-フェトプロテインＮ型糖鎖 1) 
 

フコシル化糖鎖の増加 
LCA 結合率増 2) LCA で診断 3)4)5) 

 
 

トランスフェリンＮ型糖鎖 
 

Lex 抗原糖鎖の増加 6) 
AAL 結合率増 7) 

 
 

 
 

γＧＴＰ Ｎ型糖鎖 
 

分枝の増加 8) 
ラクトサミン構造の増加 ガンの早期診断 

コリンエステラーゼＮ型糖鎖 フコースα1-3 増加 9)10) AAL で診断 

アルコール性肝障害 トランスフェリンの糖鎖 減少・消失 11) 12)  
絨毛ガン hCG Ｎ型糖鎖 分枝の変化 13) 14) 良・悪性の鑑別 

直腸ガン 
 

CEA Ｎ型糖鎖 15) 16) 
 

Ⅰ型減少し Ⅱ型増加 
高マンノース型増加 予後診断 

肺ガン 
 

ラクト系糖鎖抗原 
ガングリオシド 

シアリル Lea,x の増加 17) 
GM2 発現 18) 

 
 

胃ガン，大腸ガン 糖脂質 19)   
膵ガン ＣＡ１９－９など シアリル Lea の増加 20)  
腎ガン，膀胱ガン 糖脂質 ＣＤＨの増加 21)  
子宮体ガン 血液型物質 Ｈ型糖鎖の発現 UEA, PNA で染色 22) 
卵巣ガン ＣＡ１２５  WGA で診断 23) 
甲状腺ガン チログロブリン  Con A で診断 24) 

骨髄腫 IgG Ｎ型糖鎖 ガラクトースの減少  
骨肉腫、骨粗鬆症 骨型アルカリホスファターゼ糖鎖 25) 26)   

慢性関節リウマチ IgG Ｎ型糖鎖 27) 28) 

α1 -酸性糖タンパク質 Ｎ型糖鎖 29) ガラクトースの減少 30) 診断 31) 32) 33) 34) 

膵炎 血清中 2-6 シアリル Lea の増加 35)  
胃炎、腸炎 粘膜上皮の糖脂質   
白血病   ガングリオシド  治療法の研究 36) 37) 
神経症害  ガングリオシド  治療への応用 
白内障  糖脂質 Lex の増加 38)  
アルツハイマー 糖脂質 39) 糖脂質量の増減  

LCA: レンズマメレクチン  AAL: ヒイロチャワンタケレクチン  UEA: ハリエニシダレクチン   

PNA: ピーナッツレクチン  WGA: 小麦胚芽レクチン  Con A: タチナタマメレクチン 
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